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要　旨

『健康経営論』は，健康経営の普及・推進を担う人材を育成すること，および健康に課題を
感じていない層や若年層への健康意識醸成のためのヘルスリテラシー教育の一環として，筆者
らの所属先である神奈川大学経営学部において，2022 年度前期より，経営学部生（2年次以降）
向けに開講をした．そこで本論の目的は，新カリキュラムで実施した『健康経営論』の授業の
取り組みと実践から得られた成果について報告するものとする．
この『健康経営論』は，大きく「経営・体育・情報」という 3つの分野から成り立ち，健康

のキーワードのもと，それぞれ専門の全く異なる教員が担当した．「経営・体育」の分野では，
人が健康で生活し，社会生活を営むことが組織や企業の発展につながることから，「個人およ
び組織内における健康リテラシー醸成」の観点，「情報」の分野では，ウェアラブルデバイス
によるライフデータから日常生活を確認することの「健康と情報経営」の観点から論じた．
健康とは，WHOの定義によれば ,「健康とは，身体的，精神的，および社会的に完全に良

好な状態であって，ただ単に疾病とか虚弱でないというだけではない」を指す．もう少しわか
りやすく言えば，日常の生活環境を快適に保つことにより，「人生が幸せになる」，「心が豊か
になる」ことである．そして，企業において，従業員が健康に働くことが，企業の生産性の向上，
お客様への付加価値創造に寄与すると先行研究から明らかになっている．大学生は，若いがゆ
えに，自身のからだや生活に不安を抱えている者は少ないため，健康リテラシーは総じて低い
のが現状である．今回，『健康経営論』で使用したウェアラブルデバイスの活用により，履修
した学生たちは，自身の健康に関するいくつかの効果測定指標を時系列データで追跡すること
により，自らの生活状態を振り返ることができた．来年度以降，『健康経営論』を履修した学
生たちが，「well-being」な行動をとるために，その促進要因，阻害要因を知るきっかけを「経
営・体育・情報」という 3つの分野が融合した本授業を通じ，座学だけではなく，産官学連携
の体験型授業として継続して実施していきたいと考えている．

Key word：健康，健康経営，ライフデータ，well-being
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I. はじめに

1. 健康経営とは
健康経営に関する考え方は，アメリカの

臨床心理学者・ロバート・ローゼン博士
が 1992 年 に 提 唱 し た 概 念「The Healthy 
Company」に基づいている．The Healthy 
Company とは，従来分断されていた「経営
管理」と「健康管理」を統合的に捉え，従業
員の健康管理が重要な経営課題であり，企業
が従業員個人の健康増進を実践することに
よって，生産性などの企業の業績向上を図る
という考え方である 1，2）．

健康経営とは，NPO 法人健康経営研究所
が提唱し，商標権を持ち，産業医や健康保険
組合の視点から身体的健康，精神的健康を中
心に，企業で働く従業員の健康増進を図り，
企業の経営成果へつなげようとする一つの概
念である．その概念とは，以下の通りである．

『健康経営とは，「企業が従業員の健康に配慮
することによって，経営面においても大きな
成果が期待できる」との基盤に立って，健康
管理を経営的視点から考え，戦略的に実践す
ることを意味しています．従業員の健康管理・
健康づくりの推進は，単に医療費という経費
の削減のみならず，生産性の向上，従業員の
創造性の向上，企業イメージの向上等の効果
が得られ，かつ，企業におけるリスクマネジ
メントとしても重要です．従業員の健康管理
者は経営者であり，その指導力の下，健康管
理を組織戦略に則って展開することがこれか
らからの企業経営にとってますます重要に
なっていくものと考えられます．』である 3）．

上記より，企業が自社の企業理念に基づき，
従業員等への健康投資をおこなえば，従業員
の活力向上や生産性の向上等の組織の活性化
をもたらし，結果的として，お客様への商品・
サービスを通じた付加価値の提案，お客様と
のエンゲージメントの醸成，業績向上や株価
向上につながると期待されている．

また，経済産業省 4）は，『健康経営という

概念は，従業員等の健康管理を経営的な視点
で考え，戦略的に実践することである．企業
理念に基づき，従業員等への健康投資をおこ
なうことは，従業員の活力向上や生産性の向
上等の組織の活性化をもたらし，結果的に業
績向上や株価向上につながると期待される．
健康経営は，日本再興戦略，未来投資戦略に
位置づけられた「国民の健康寿命の延伸」に
関する取り組みの一つである．』と述べてい
る．これは，企業が労働者の健康に配慮する
ことによって，経営面においても大きな成果
が期待できることにつながる．

世の中の科学や産業の発展とともに，我々
の生活には，労働の機械化，交通手段の発達，
豊富な栄養食品，情報化，競争化，長時間労
働などの社会的問題が取り上げられている．
これらは，運動不足，ストレス，栄養の偏り
が健康を阻害していく要因となっている．そ
して，体力の低下（防衛体力，行動体力），
虚弱化，肥満，情緒不安定，意欲の低下など
を誘発し，からだに悪影響をおよぼすことに
なる．その後，これらによってもたらされる
疾病は，虚血性心疾患，高血圧，肥満症，動
脈硬化症などの生活習慣病や腰痛症，慢性気
管支炎疾患，薬物中毒性疾患，精神疾患など
である（図 1）．このように科学や産業の発
展は，人々の生活を楽にする反面，時代とと
もに，現代社会における人間の健康を脅かし
ている状態とも言える．

さらに，昨今の日本の社会問題には，出生
率の低下，人口減少もあげられる．これは，
後に労働人口の減少にもつながることと考え
られ，従業員の人手不足により企業が倒産す
る場合もある．帝国データバンク 5）によると，
2019 年の小規模企業の人手不足倒産件数は，
前年比 20.9％の増加となり，4 年連続で最多
を更新している．また，企業の正社員，非正
社員における人手不足の割合は，45.9％にの
ぼり，業種別においても「情報サービス」，「メ
ンテナンス・警備・検査」，「建設」と 60％
程度の高水準となっている 6）．そして，従業
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員の人手不足は，今後さらに悪化することも
考えられる．たとえば，大企業の従業員が辞
めた場合，人材を内外から優秀な人材を募る
ことは可能であるが，特に，中小企業の場合
には，従業員の補充は難しいと考えられる．
そのため会社に在籍している従業員が健康で
元気に働き，心身ともに健康で仕事に従事し
てもらうことが重要となる 7）．

この「健康で元気に働く」ためには，「食
事・栄養」，「運動」，「職場づくり」，「こころ」
など well-being な状態であることが望まし
いとされている．この well-being は，WHO

（World Health Organization：世界保健機構）
の健康の定義において「健康とは，身体的，
精神的，および社会的に完全に良好な状態で
あって，ただ単に疾病とか虚弱でないという
だけではない．」と記されている 8）．よって，
健康経営ではこの well-being な状態を目指
して職場環境をどのように整えられるかが課
題となっている．

また，近年のコロナ禍により，これまでの
就業形態が大きく変化し，在宅勤務なども
多く ICT（Information and Communication 
Technology）を活用する機会が多くなって
きている．さらに，これまで歩数を測る万歩
計などの機器が健康状態を把握する器具とし
て一般的であったが，ICT の発展やウェア

ラブルデバイス機器の発達によって個人の健
康を数値化し，そのデータの活用方法が進ん
できている 9）．そこでは新しい健康課題のひ
とつとして，昨今のデータ社会の到来からこ
の健康に関するデータの活用方法についても
考える必要がある．

2. 健康経営論の授業構想
筆者らが開講した『健康経営論』では，将

来にわたり「健康で元気に働く」ための知識
の修得とプログラムの実践を体験することに
より，健康に関する問題解決能力，健康リテ
ラシーと自己保健能力を身につけることを到
達目標としている．

そこで健康経営を考えるうえで，「経営・
体育・情報」の 3 つの分野から授業を構成し
た．

ひとつ目の「経営」の分野は，「組織内におけ
る健康リテラシー醸成」の観点である．ここ
では，企業側からみた健康経営の実際につい
て，時代背景，政策面，企業が取り組む意義
等を本学教員，およびゲストスピーカーの講
義を通じ，より実践的内容を学ぶこととした．

次に「体育」の分野は，「個人における健
康リテラシーの醸成」の観点である．運動の
実施や運動不足がからだにおよぼす影響につ
いて考え，各自の健康管理の重要性を学ぶこ

図1. 現代社会における健康阻害要因

社会的環境要因 健康阻害要因 疾患

医療的アプローチ

・虚⾎性⼼疾患
・⾼⾎圧
・肥満症
・動脈硬化症
・腰痛症
・慢性気管⽀炎疾患
・薬物中毒性疾患
・精神疾患 など

予防的アプローチ

・体⼒低下
（防衛・⾏動）
・脆弱化
・肥満
・情緒不安定
・意欲低下

・運動不⾜
・ストレス
・栄養の偏り
・体内汚染など

⾏政的アプローチ

・労働の機械化
・交通⼿段の発達
・テレビ普及
・豊富な⾷品提供
・情報化
・競争化（受験勉強）
・⼯業化 など

からだに
およぼす影響

（第8週⽬ 講義資料より抜粋）

図 1. 現代社会における健康阻害要因
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ととした．
最後に「情報」の分野は，「健康と情報経営」

の観点である．健康管理の一環としてウェア
ラブルデバイスを使用し，各自の日常行動の
記録とデータの可視化によって行動の分析を
おこなうデータの有効活用の方法を学ぶこと
とした．

3. 本論の目的
『健康経営論』では，健康経営の普及・推
進を将来企業において担う人材を育成するこ
と，および健康に課題を感じていない層や若
年層への健康意識醸成のためのヘルスリテラ
シー教育の一環として，筆者らの所属先であ
る神奈川大学経営学部において，2022 年度
前期より，経営学部生（2年次以降）向けに
開講をした．そこで本論の目的は，新カリキュ
ラムで実施した『健康経営論』の授業の取り
組みと実践から得られた成果について報告す
るものとする．

II. 教育実践

本授業は，健康経営の内容を「経営・体育・
情報」の 3つの分野から，「組織と健康」，「個
人の健康」，「健康と情報経営」の 3部構成と
した．
なお授業形態は，アクティブラーニングを

ベースに，グループディスカッションやグ
ループワークを多く取り入れ，授業のまとめ
として，グループごとのプレゼンテーション
をおこなった．表1には全14回分の授業内容，
図 2には授業概要を示す．

1. 組織と健康の観点から健康経営の実践例
このセクションでは，組織・企業経営の側

面から考える健康についてとした．2022 年
度の講義では，現在の健康経営の知識を修得
するための座学，実際に企業等で健康経営を
推進している実務家を招聘し，富士通ゼネラ
ルサステナビリティ推進本部健康経営推進部

部長の佐藤光弘氏による「企業における健康
経営の実際」，および一般社団法人社会的健
康戦略研究所代表理事の浅野健一郎氏による
「健康経営の重要性について」を講義いただ
いた．
まず，佐藤氏による講義では，富士通ゼネ
ラルで実際におこなわれている企業の経営戦
略のとしての健康経営の実践についてお話を
伺った．佐藤氏は「ヒト，モノ，金，情報は
経営資源となり，いきいきと働ける職場で，
笑顔で働ける信頼関係をつくることが重要で
ある」と述べられた．健康経営の実践におい
て，インターナル・マーケティングが重要で
あり，カスタマー・コミュニティが重要とな
る．また，富士通ゼネラルでは，従業員向け
の健康経営推進活動だけではなく，本社のあ
る近隣の小学校や川崎市高津区健康推進関連
部署とも連携し，神奈川大学経営学部中見ゼ
ミの 3年生の学生たちの企画を取り入れ，共
同で地域住民に対し，健康リテラシー，自己
保健能力の向上を図ろうとしている．
次に，浅野氏による講義では，国の健康経
営に関する政策をベースに，日本における従
来の健康経営の考え方そのものが，産業医や
健康保険組合が中心となって推進してきたた
め，「身体的健康」，「精神的健康」に少し偏っ
た傾向があると説明されていた．一方，アメ
リカ疾病対策予防センター（CDC）の調査
結果に基づき，「社会的健康」の重要性にもっ
と注力すべきであることを述べられていた．
また，浅野氏は , 企業に入ってから職域領域
での健康経営推進の取り組みだけでは健康リ
テラシー，自己保健能力を身につけるのでは
遅く，学域領域での健康経営に早く触れ，健
康リテラシーの向上，自己保健能力を身につ
けることが今後重要になると述べられてい
た．

2.�個人の健康の観点から体力・運動とから
だからみた健康
このセクションでは，「個人の健康」の観
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点から，運動の実践や運動不足がからだにお
よぼす影響について，および筋力や歩行の測
定によって各自のからだの状態を把握し，各
自の健康管理の重要性を学び，運動の必要性
について学修した．
授業内容は，日常生活における運動不足と

体力，基本的な運動である有酸素運動と無酸
素運動の効果，生活習慣病の予防である．特
に有酸素性能力の向上は，最大酸素摂取量に
由来し，生活習慣病予防のための最大酸素摂

取量の世代別の基準を満たすものは代謝性危
険因子や動脈硬化指標が統計的に好ましい値
を示していると報告されている 10）．さらに
無酸素運動の筋力とレーニングの実施には，
筋肉の活動の活性化により基礎代謝の向上が
認められ，生活習慣病の予防・改善により効
果的となる．
次に、日常生活で使う体力における筋出力
について測定した．日本人の体力テストから
みた筋力は年々低下傾向にあり，特に日常生

表 1. 健康経営論の授業内容

図 2. 経営情報の授業概要

図2．情報経営の授業の概要

週 テーマ 授業内容
第 1 週目

（4 月 8 日） ガイダンス シラバスに沿って、講義の全体像を確認

第 2 週目
（4 月 15 日） 健康経営とは 健康経営の定義について

第 3 週目
（4 月 22 日） 健康とライフデータ① ウェアラブル端末による健康管理法について

第 4 週目
（5 月 6 日） 健康とライフデータ② SYU 氏（Medvigilance 株式会社）のデジタル健康経営とウェアラブルデバイス

（LANCEBAND）の使用方法の講義
第 5 週目

（5 月 13 日） 企業における健康経営の実際 佐藤光弘氏（富士通ゼネラルサステナビリティ推進本部 健康経営推進部）の企業におけ
る健康経営の実際についての講演

第 6 週目
（5 月 20 日） 健康経営の重要性① 浅野健一郎氏（一般社団法人社会的健康戦略研究所）の健康経営の重要性についての講演

第 7 週目
（5 月 27 日） 健康経営の重要性② 浅野健一郎氏による企業が健康経営に取り組む意義についての講演

第 8 週目
（6 月 3 日） 体力・運動からみた健康① 健康（運動不足）と体力の講義

第 9 週目
（6 月 10 日） 体力・運動からみた健康② 日常生活で使う体力についての講義

第 10 週目
（6 月 17 日） 体力・運動からみた健康③ 有酸素運動と無酸素運動についての講義

第 11 週目
（6 月 24 日） データのまとめ方① ウェアラブルデバイスによって計測したデータの扱い方の講義①

第 12 週目
（7 月 1 日） データのまとめ方② ウェアラブルデバイスによって計測したデータの扱い方の講義②

第 13 週目
（7 月 8 日） 体力・運動からみた健康④ 生活習慣病の予防についての講義

第 14 週目
（7 月 15 日） プレゼンテーション 健康データから得られた内容をプレゼン
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活の中で必要とされる背筋力は低下の傾向を
示している（図 3）．この背筋力から背筋力
指数 11）を導き出し，日常生活に必要な体力
があるか評価した．

また，有酸素能力を直接測定することは難
しいが，生活の中で必ずおこなっている運動
である歩行（歩幅）についての計測をおこなっ
た．そこから歩数，基礎代謝などをもとに一
日の歩行距離，エネルギー消費量などを算出
した．

そのほかに，ストレッチやヨーガ，座禅な
どは，呼吸をコントロールすることによっ
て，自律神経への影響を与える精神的効果も
ある．これは副交感神経が亢進され，ストレ
スから解放する効果 12）や，血圧下降 13）や免
疫機能の亢進 14）もされることから，実際に
呼吸をコントロールすることによって，呼吸
数や心拍数の変化を確認した．

3.�健康と情報経営の観点からライフデータ
から考える健康情報
このセクションでは，スマートウォッチを

活用し，受講者自身の健康情報を「入手」し，
その情報を「理解」する力，「評価」する力，

そして意思決定をして，健康行動に移す「活
用」，という 4 つの力を伸ばす教育とするこ
とも念頭に置いている（図 4）．

授業の内容は，ゲストスピーカーとして
MedVigilance 社の SYU 氏がオンラインによ
るデジタル健康経営とウェアラブルデバイス
による健康管理について，およびウェアラブ
ルデバイスの使い方，データの取り扱い方の
講義をおこなった．

1）ライフデータ計測
受講者（2 年生）33 名を対象に，MedVigilance

社製のスマートウォッチ「LANCEBAND1」15）（図
5左）を，一人一台貸与した．使用開始にあたっ
て，その使用方法についての説明をおこなっ
た．また，LANCEBAND とあわせて使用す
ることで，自身のデータを閲覧できるスマー
トフォンアプリ「LANCE APP」（図 5 右）も，
各自のスマートフォンにインストールをさせ
た．

スマートウォッチ利用イメージを図 6 に
示す．手首に装着された LANCEBAND で
取得された各種健康データは，ペアリング

（Bluetooth 接続）されたスマートフォンか

図 3. 背筋力の測定方法と神大生の背筋力
（第 8週目　講義資料より抜粋）図3. 背筋⼒の測定⽅法と神⼤⽣の背筋⼒
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らインターネットを介して，サーバーに送
信・蓄積される．クラウドサービス『Livelog』
を利用しすることで，管理者が，利用者のデー
タを参照・ダウンロードすることができる．
図 2に示す通り，スマートウォッチは，授

業第 3 回目（2022 年 4 月 22 日）に貸与し，
第 14 回（2022 年 7 月 15 日）に回収した（分
析対象としたサーバー上の蓄積データは 7月
13 日の分までの全 83 日間）．

III. 成果

2022 年度に新カリキュラムとして健康
経営論の授業をおこなった．毎回授業後に
は，振り返りおよびレポートを提出しても
らった．また，LANCEBANDによるライフ
データの収集と使用感に関するアンケート
（Google フォーム）を実施した．これらのこ
とより本授業の成果を報告する．

図 4. 健康情報ハンドリング教育の考え方

図 6. スマートフォン利用イメージ

図 5. 使用したスマートウォッチと
　　 そのスマートフォンアプリ画面

（第 3週目　講義資料より抜粋）

図4. 健康情報ハンドリング教育の考え⽅

図6. スマートウォッチ利⽤イメージ
（第3週⽬ 講義資料より抜粋）

図5. 使⽤したスマートウォッチとスマートフォンアプリ
（第3週⽬ 講義資料より抜粋）

LANCEBANDの外観 スマホアプリの画⾯
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1. ライフデータから考える健康
図 7には，スマートウォッチ使用期間中に

サーバーに蓄積された歩数データ数の分布を
示す．なお，“ 着けていると眠れない ” との
理由から睡眠時は外していたケースが多かっ
たことから，「歩数データがある日」を “ 使
用した日 ”と捉えることとした．
ここで，「歩数データ数」＝「スマートウォッ

チ使用日数」が，かなりバラツキが大きいこ
とが見て取れる．これは，普段は腕時計を着
けないため，どうしても着けることを忘れが
ちだったり，着けることのメリットを実感で
きないことから装着しなかったりすることが
背景にあったと考えられる．

1）�スマートウォッチ（LANCEBAND）に
対する評価
最終回には，使用感等を尋ねるアンケー
トを，Google フォームを使用して実施した．
その結果を図 8に示す．この結果の中の『健
康管理に役に立つ』という設問に関する結果
は，肯定的でない回答が少なくなく，これも
上述した “着けることのメリットを実感でき
ない ”ことを意味し，図 7で見られる装着率
のバラツキに現れたものと考えられる．
また，「スマートフォンとの連携が便利」
の項目に関する評価が特に低い傾向がある．
これについては，授業の終盤で実施したグ
ループワークのアウトプットとして提示さ
れた “ 求める機能 ” には，「決済機能」，「楽
曲再生機能」といったスマートウォッチと
しての機能以外の “ 連携 ” が複数のグルー
プから挙げられていたことから，単に本体
（LANCEBAND）からのデータを受信する
機能しか備えていないことを “ 便利な連携 ”
とは捉えられていないことが，この項目の低
評価に現れたと考えられる．
続いて，LANCEBANDの課題と考えられ
る要素に対するアンケート結果を図 9 に示
す．これに関しては，「データのアップロー

図 8. スマートウォッチの使用感に関するアンケート結果図8. スマートウォッチの使⽤感に関するアンケート結果

図 7. 歩数データ数の分布図7. 歩数データ数の分布

64 神奈川大学経営学部における「健康経営論」の成果と課題国際経営論集　No.64　2022



ドの頻度」および「充電の頻度」に関する評
価が低い結果を示している．とりわけ充電に
関する課題意識として，授業の終盤でのグ
ループワークのアウトプットでは，“ 専用の
充電器具を必要とすること ” に対する否定的
な意見が多く挙げられていた．そしてこれに
対する対応策としては，例えば，近年，普及
が進んできている「USB Type-C」ケーブル

等の汎用的な方法による充電が求められてい
た．

2）授業後の健康状態に関する評価
ここでは，受講者が，自身の健康状態に

対する捉え方について，授業序盤（4/22 第
3 回目）でのアンケート結果と最終回の結果
を，図 10 に示す．なお，具体的な設問文は

図 9.LANCEBANDの課題要素に対するアンケート回答

図 10. 受講者自身の健康状態に対する捉え方に関するアンケート結果

図9. LANCEBANDの課題要素に対するアンケート回答

図10. 受講者⾃⾝の健康状態に対する捉え⽅に関す
るアンケート結果
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図 11. 自身の健康状態に関する回答の変動

図 12. 意識と行動の変容に関するアンケート（クロス集計）結果

図11. ⾃⾝の健康状態に関する回答の変動

図 12. 意識と⾏動の変容に関するアンケート
（クロス集計）結果
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『一言でいって，最近の健康状態はいかがで
すか．』とし，回答は図 10 中に記しているよ
うに「非常に健康だと思う」～「まったく健
康ではない」の 5 段階（選択式）とした．授
業序盤と最終回では同じ設問文および選択肢
を用いてアンケートを実施した．

図 11 に示す単純集計の値から，授業序盤
の捉え方と最終回とでは，ほとんど変わって
いない結果となっており，さらに，受講者ご
とに回答がどのように変動したか（5 段階中，
回答が何段階変位したか）から（図 11），変
わっていない受講生が多いものの，実際には，
評価値が上下した受講生も少なからずいたこ
とが確認できた．

次に，受講者の意識と行動の変容について
みる．アンケートでは，意識の変容に関して
は設問文「健康に対する意識が変わった（と
思う）」，意識の変容に関しては設問文「生活
習慣（行動）が変わった（と思う）を用い，
回答はいずれも「1：よくあてはまる～ 5：
まったくあてはまらない」の 5 段階（選択式）
で回答してもらった．これらの設問に関して
クロス集計した結果をグラフ化したものを図
11 に示す．

この図 12 から，「健康に対する意識」の変
容があったと感じている受講生は多いが，必
ずしも生活習慣（行動）まで変わったとは感
じていないようであり，やはり，意識の変容
を行動の変容に昇華させるためには，上述し
た “ メリットの実感 ” が必要であり，それに
はさらに時間を要すると考えられるが，この
意識の変容状態を維持するための工夫も必要
だと考えられる．

ただし，ここで，図 7 に示した「歩数デー
タ数」（＝「スマートウォッチ使用日数」）が
多い受講者（「歩数データ数」が 61 以上であっ
た受講者 13 名．以後，「高頻度利用者群」と
称す）に着目する．この高頻度利用者群のう
ちの一人を抽出して，歩数データ数の線形近
似をおこなった結果を図 13 に示す．

求められた回帰式の精度は高くない（有意

性は示されない）ものの，回帰式（一次方程式）
の傾きは正の値を示しており，歩数が時系列
的に増加傾向にあることを示している．高頻
度利用者群 13 名全員に関して，同様に回帰
式を求めると，13 名中 9 名において，やは
り回帰式の傾きが正の値を示していることが
確認できる．このことから，スマートウォッ
チの装着率が高くなると，運動量（歩数）が
増加する可能性が示唆される．

この方策の一つとして，使用者が積極的に
装着したくなるような仕組み（仕掛け）の構
築が挙げられる．たとえば，ゲーミフィケー
ションは，ユーザーの動機づけを高める効果
があるとされていることから，ウェアラブル
デバイスで計測した歩数や脈拍数（心拍数）
などの生体情報をゲームに取り入れ，楽しみ
ながら生体情報をモニタリングすることで，
その使用を習慣化できる可能性が考えられ
る．ゲーミフィケーションを活用したサービ
スや商品が誕生した背景には，昨今の ICT 
の発達により，人間の日常活動の行動や挙動
の推移データなどの情報を継続的に収集する
トラッキングを可視化できるようになったこ
とに起因している．

たとえば，ゲーミフィケーションによるヘ
ルスケアサービスの有用性を理論的・実証的
に分析し，ゲーミフィケーションによるヘル
スケアサービスは，大きな目標を小さな現実
的な課題に分割し，レベルが上がるにつれて
ユーザーを励まし，最高の成果を得るために
感情的に関与させるものであり，ゲーミフィ
ケーションによるヘルスケアサービスが有用
であることを示した事例 16）がある．今回の
筆者らの試みのように，大学生を対象とする
のであれば，ゲーミフィケーションの要素を
採り入れることで，使用頻度向上（デバイス
装着時間延長）の効果が期待できると考えら
れる．

逆に，高頻度利用者群の受講者において，
極端に歩数データ数が少なくなる（平均－
S.D.（標準偏差）の値を下回る）日はどのよ
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うな状況であったか（何故，このような値に
なったか）を個別にヒヤリングしたところ，
「アルバイト先で時計の着用を禁止されてい
るため，アルバイト中は装着できない」，「外
に出ても自転車で移動している時間が多い」
「雨の日は終日家の中に居る」といった状況
があることが確認された．こうしたことから，
スマートウォッチだけでは必ずしも運動量を
測定できないケースがあることがわかり，他
の手段の採用や併用による健康（行動）デー
タの取得方法も模索する必要がある．例えば，
近年では，リング型のウェアラブルデバイ
ス（通称，スマートリング）が登場してきて
いる．スマートリングは，血圧や心拍数，睡
眠時間を記録する体調管理機能だけでなく，
キャッシュレス決済，パソコンや家電の遠隔
操作，スマートロックなど，日常生活でよく
利用するさまざま機能が備わっており，ス
マートフォンと連携させることで一部の操作
をスマートリングのみでおこなうことができ

るものもある．

2.�「個人」からみた健康と「組織」からみた
健康経営
学生の「個人の健康」に対する意識は，図
10，11 から高いものではないと捉えられる．
その理由としては，学生が現在体力的にも充
実しており，疾病ではないことや社会的にも
ストレスのかかっている状態が少ないことか
らとも考えられる．
提出されたレポートの内容から学生の日常
生活のスタイルは，レポート作成やゲームな
どにより就寝時間や睡眠時間が不規則である
ことに気がつき，また運動をする時間や歩数
も十分に確保できていないという状態である
ことが確認できたようである．
なかには，「腹式ストレッチ，ヨーガ，座
禅などで，呼吸のコントロール（腹式呼吸）
をして，自律神経への影響，副交感神経の促
進にもつながる事を授業で知り，寝る前にス

図 13. 高頻度利用者群の歩数データ数（一受講者の例）

図13. ⾼頻度利⽤者群の歩数データ数（⼀受講者の例）
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トレッチをする事でストレスを発散し，快眠
する事が出来た」，「筋力トレーニングにハマ
り，食生活の改善や運動習慣を意識していく
中で自身の体にいい変化を感じた」，「より多
く歩くことを心掛けるようにした」など運動
を実践し，健康への意識の変化を感じた学生
も少なくない．
「組織」からみた健康経営に対する意識に
関し，健康経営論の履修学生と一緒に，経営
者の視点から健康経営の目的，意義について，
健康いきいきワールドカフェを通じ，たくさ
んの教訓を得た．これは，“参加”，“決定”，“実
行”の 3ステップを軸に，参加者の発言を否
定せず，様々なアイデアが出せるようにルー
ル作りしたグループディスカッションの一つ
の形態である．
企業においての健康経営の最終的な目標

は，「社員がイキイキと幸せを感じて働くこ
と」である．そのためには，「社員が自律し
て健康を守り働くこと」，「社員の健康は家族
の支えがあっての健康・安心の充実があって
のこと」，「健康経営に必要なものは熱意であ
り，トップの理解，多少の知識と経験であ
る」ということを経営者，並びに，従業員一
人一人が理解し，行動に移すことが今後重要
となる．まさにwell-being な行動様式が従
業員一人一人に求められるのである．そのた
めにもコミュニケーションが活性化する内部
コミュニティの存在が重要となる．富士通ゼ
ネラルでは，従業員がお昼休みに卓球やヨー
ガなどが出来るコミュニティスペースを設置
しており，従業員の相互コミュニケーション
の活性化を図ろうとしている．今回の健康経
営論においても健康いきいきワールドカフェ
の感想を履修学生求めた際，「普段の授業で
は体験出来ない学生同士の相互コミュニケー
ションが図れたことがとてもよかった」，「普
段，健康を意識してこなかったが，この授業
を通じ，身体的健康，精神的健康，社会的健
康のバランスを保つことが今後の学生生活に
おいて重要であることを学んだ」等のコメン

トが多数散見された．内発的動機を促し，心
理的安全性を確保するためにも大学において
は，相互コミュニケーションの活性化，それ
に伴うコミュニティづくりの一層の工夫が今
後求められる．

IV. 次年度に向けて

“学校に遅刻しないよう睡眠アプリを利用
する”，“海に行くためにジムに通う”ことは
しても，“健康のために”行動する若者は多
くない．ただ，健康そのものを目的にしよう
とは思わない，健康が良いことだとの認識は
あるが，そのために毎日を過ごそうとは思わ
ない，というのが実態であろう．若者は，必
ずしも“健康に興味がない”のではなく，疾
病の問題が顕在化しにくいため，健康にスト
イックになれる人は多くない．毎日の規則正
しい生活や健康バランスに優れた食事を摂る
ことは想像以上に大変で，自分で生活を律す
るメンタルはなく，具体的な方法もわからず，
“せめてこのくらいの生活をしましょう．そ
うすれば大病を防げます”といった程度の指
針で充分だと感じる．人間の行動は，常に，
合理的・主体的な判断の上になされるとは限
らない．こうした世代に向けて健康に関して
アプローチするには，単に“健康になろう”
と声をかけるのではなく，過度に健康を意識
させず，環境との相互作用の中で，直感的・
感性的に行動を促すことが肝要である．
そこで，今後は，以下に示す 2つのアプロー
チを検討してきたいと考えている．
1．�人がどのように健康行動を変容させる
かを理解するために用いられてきた「ト
ランスセオレティカル・モデル」17）

2．�「明示的な行動指示を前提にせず，特定
の誰かに対するメッセージであること
を意識させず，情報に触れた人にどの
ように行動を起こしてもらいたいかま
でを考え，情報伝達手段をデザインし，
行動変容へと導く」というコミュニケー
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ションデザインによる働きかけ
効果的にデザインされた健康教育の実践は

重要であり，とりわけ，後者のコミュニケー
ションデザインによる行動誘導は，社会的な
ストレスを軽減するだけでなく継続性が高い
という効果が見込まれる．

V. まとめ

今回の「健康経営論」は，3つの分野から
成り立ち，それぞれ専門のまったく異なる「経
営」，「情報」，「体育」の分野の教員が担当し
た．それぞれに共通していることは，「健康」
というキーワードのもと，ヒトが健康で生活
をすることの重要が論じられた．それは，健
康の定義にあるwell-being とは，日常生活
環境を保つことにより，「人生が幸せになる」，
「心が豊かになる」ことでありる．さらにそ
れが，組織・企業の発展につながることにな
る．
経済産業省商務・サービスグループヘルス

ケア産業課の大筋暢洋氏が，この授業の視察
のために訪問された．そこで，健康経営に関
する授業は，現在のところ他大学のカリキュ
ラムで開講されている話を聞いたことがない
とのことである．本授業を通して学生に対し
て，「健康」に関する正確な知識を持っても
らい，就職後，企業において健康経営を促進
するリーダーとして活躍していただきたいと
コメントされていた．来年度は，経済産業省
としても本学の「健康経営論」の授業におい
て，履修学生に対し，健康経営の重要性に関
する講義をおこないたいとの意向であった．
現在の大学生は，からだや生活に不安を抱

えているものは少ないため，健康への意識が
必ずしも高いものではない．今回使用した
ウェアラブルデバイスの活用により，各個人
の生活状態を振り返ることができ，今後の生
活スタイルが「well-being」となる行動変容
の足がかりとなることを期待する．
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